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ハ ンデ ィキ ャ ップ ダ イ ビ ング考

吉野由美子

は じめ に

「完全参加 と平等」を代表的スローガ ンとして掲げた国際障害者年を契機 と

して、わが国の障害者福祉は、理念的に も制度的にも大 きな前進を見せた。そ

れに伴 って、障害者の社会参加の領域 も、教育を受ける事、就職する事などの

人間生活の基本的な部分だけでな く、スポーツや各種の趣味活動の分野にまで

急速に拡大されて来 た。各地には、障害者のスポーツ活動や趣味活動の拠点 と

なる 「障害者スポーツセ ンター」や 「障害者会館」等 も置かれるようにな り、専

門的に指導に携わる人達 も増えてきている。

又、障害者が新 しい何かに挑戦 し、それを楽 しむ姿は、多 くのマスメディア

によって紹介され、その ことは障害を持たない人達に感動を与え、障害観 ・障

害者観を変えて行 くことに大 きく貢献 しているし、障害者仲間自身を励まし、新

たにその未知の分野に挑戦 しようとする障害者を増やし、障害者 自身の障害観 ・

障害者観を変えて行 く事にも大 きく貢献 している。

このように、障害者の社会参加の範囲が、 リハ ビリテーションや教育を受け

ること、就労などの人間の基本的生活の範囲を超えて、スポーツや趣味活動の

段階に大 きく広が って くる中で、障害者 にそのような参加の場を提供するサー

ビス提供の主体 も、福祉行政機関や障害者施設 といった公私の障害者福祉機関

の範囲から、民間のスポーツ団体や各種のボラ ンティア活動、そして、旅行 ・レ

ジャーなどを ビジネスとして扱 っている部分 にまで広が りを見せ初めている。

これ らのいわば障害者福祉の専門的機関ではないサー ビスの提供主体は、障

害者のスポーツ ・趣味活動などの広い範囲での社会参加の可能性に対 して、今

後少なか らず影響を与えるもの と思われる。

3ULIA(JAPANUNDDERWATERLEADER'SANDINSTRACTERS

ASSOCIATION)は 障害者へのスクーバーダイビングの普及を活動の一つの柱
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とした民間のダイビング指導団体で、そこに属 し障害者にスクーバーダイビン

グという新 しい分野のサービスを提供 しようとしている人々は、障害者福祉や

障害者問題の専門家ではない。 このような意味で、JULIAは 障害者の レジャー

活動への参加の可能性を広げる新 しいサー ビス提供主体の一つ といえ る。

本稿は、障害者の レジャー活動への参加の可能性を広げる新 しいサービス提

供主体の一つであるJULIAの 成立の過程 と、今直面 している問題 などをJULIA

設立に関わ った方か らの聞き取 りを通 して明 らかにすることを第一の 目的とす

る。

又、その活動を支える理念に関 してアメ リカの障害者へのスクーバ0ダ イビ

ングの普及過程について資料などを元に して記述す る。

さらに、アクティブに行われている実践活動の記録は埋 もれて しまうことが

多いので、障害者へのス クーバーダイ ビングの普及過程の詳細を出来 るだけ正

確に記録に止めることを第二の目的としている。

尚、多 くのスポーツ ・趣味活動の中でスクーバーダイビング(今 後はダイビ

ングと略記す る)と いう素材を取 り上げた理由は、第一には、恣意的なことで

あるが、筆者自身が障害者ホ1で、趣味としては じめたダイビングによって、自分

自身の障害観に大きな影響を受 けた体験を持 って いること。第二には、そのダ

イ ビングとの関わ りの中で、JULIAと いう組織を知 り、そこに属す るダイビン

グインス トラクターの方達の協力を得て、ハ ンディキ ャップダイ ビング(障 害

者ダイ ビング〉を支える哲学や技術にっいての若干の資料を入手でき、又、イ

ンス トラクターの何人か と、忌揮のない話 し合いが出来 る関係 と時間を もっこ

とがで きたか らである。
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(1)ハ ンデ ィキ ャ ップダイ ビングを支 え る

組織 ・理論 と方法

387

1ア メ リカ にお け る障害者 ダ イ ビングの始 ま りとH.S.Aの 設 立

●1HanddicappedScubaAssociation(HSA)の 設 立 過 程

潜水それ事態の技術は、水中での作業や軍事 目的のために発展 して来た もの

で、海に潜 ることがマ リンスポーツあるいはレジャーとして考え られ、一般の

人々がこれを行 うようになったのは、欧米などの先進諸国で も50年 ほど前から

のことである。アメ リカにおいては、第二次世界大戦以降、主に軍人がダイ ビ

ングの技術をスポーツあるいは レジャーの世界に持ち込んで普及 させた。

このように、スポーツ ・レジャーとしての歴史の浅いスクーバ ーダイ ビング

であるが、アメリカにおいては、1970年 代の初め頃より中途障害の人達によっ

てダイビングが行われていた。現在、HSA(HanddicappedScubaAssociation)

の代表者であるJIMGATACRE氏(今 後 はジム氏と略称す る)一 自らも軽度

の上肢障害者であるが一も、1973年 にスクーバーダイ ビングを初めて以来、障

害者にダイ ビングを指導 していた。そ して、その リハ ビリテーション効果に着

目し、カ リフォルニア大学アーウィン校で、スクーバーダイ ビングを利用 した

障害者の自己イメー ジ改善のための試験的プログラムを実施 した。 このプログ

ラムは、1977年 まで継続 された。

これ らの実践を通 して得た障害者ダイ ビングにおける理論 と方法を普及す る

ため、ジム氏は、いろいろな潜水団体で、障害者ダイバーのためのダイバーワー

クショップを開催 した。

1981年 、これ らの活動を契機 として、障害者へのスポーツとしてのダイ ビン

グの普及を促進す るために、HSAが 、設立 されたのである。

HSA設 立と平行 して障害者のためのダイバーワークショップは多 くの潜水団

体で開かれ、それ ら潜水団体の人達の協力 も得て、障害者に対 してダイ ビング

を指導 しようとするイ ンス トラクターのための トレーニ ングコースのカ リキュ

ラムと認定基準が造 られた。
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HSAが 主催する障害者を指導す ることの出来るイ ンス トラクターを養成する

コースの目的は、「普通医療機関に携わる人だけが持つ専門的な知識をダイビン

グイ ンス トラクターが持つ ことにより、本来行われ るべきリハ ビリテーション

の機会を積極的に拡げることである」 とされ、コースカ リキュラムには、障害

者を安全に潜水させ るための種 々の実技の他、理論 として障害の種類、原因、解

剖生理学、心理学等が盛 り込まれた。

又、HSAに おいては、障害者 と仲間として安全に楽 しく潜ることの出来 る、障

害を持 たないダイバーを養成す るというコースを造 り、インス トラクターの養

成コースのカ リキュラムとほぼ同様の内容で開催 しているのである。

●2マ ル チ レベ ル認 定 基 準 の確 立 とそ の意 義

1マ ルチ レベル認定基準の確立

ジム氏 らは10年 を越える障害者へのダイビング指導と実践を通 して、障害者

も安全に楽 しくダイ ビングできることを実証 して来たが、障害者ダイ ビングを

より一般的に普及させて行 くためには、認定カー ドの基準をどのようにするか

という大 きな問題が残 っていた。

ダイ ビングにおける認定カー ドは、いわゆる国家資格のような性格の もので

はないが、それぞれのダイビング指導団体が、独 自のカ リキュラムに従って、安

全なダイ ビングに必要な知識 と技術を講習 し、テス トなどを行って発行 してい

るものである。各指導団体がどのような講習を行 っているかは公開されている

ので、ダイバーに取得 したカー ドを提示 させ ることによって、ツアー担当者や

リゾー トのイ ンス トラクターは、見ず知 らずのダイバーが来ても、そのダイバー

の レベルを理解 して、ダイ ビング機材を貸 し出 したり、ツアーに参加 させたり

することができるのである。逆に言えば、認定カー ドを取得 していない者は、安

全に潜る知識 も技術 も備えていないとみなされるため、ダイ ビングに必要なタ

ンクを借 りた り、ツアーに参加す ることがで きないのである。 このような仕組

のために、ダイ ビングをは じめようとす る者 は誰で も、各ダイビング指導団体

の定めたカ リキ ュラムに従 って、インス トラクターか ら講習を受け、知識 と実

技のテス トに合格 して認定カー ドを取得 しなければな らないのであるが、どの
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指導団体の認定基準 も、障害を持たない人達の能力を前提と して作 られた もの

で、当然の ことなが ら、その基準がクリアー出来 ない障害者は、ダイ ビング活

動に参加出来ないのである。

「障害者ダイバーに適 した基準」が必要であるが、 この点を解決す るために、

1982年11月 に設立された障害者 ダイバーワークショップのデニス グレーバー

氏は、「スポーツスクーバーダイビングの父 といわれた人達」と、3日 間にわた

る厳密な議論を重ねて、新 しい認定基準の作成を行 った*2。

基準作成にあたっての中心的な認識は、「障害者が安全にダイビングす るため

には、ある程度バデ ィー*3に 依存す ることが要求 され る」ということで、その

結果、基準は、「ス トレス下にある他のダイバーを助けるための能力と、バディー

への依存の度合いを明 らかにするために開発されなければならない」とされ、そ

の後の多 くの試行錯誤の結果、マルチレベル認定基準が作成された。

2認 定基準確立の意義

マルチ レベル認定基準確立の意義は、大まかに言 って次の3点 である。

① マルチレベル認定基準は、「障害者が安全にダイ ビングす るためには、あ

る程度バディーに依存す ることが要求され る」という認識に立って造 られ

たので、広い範囲の障害者(重 度の障害者 も含めて)に 認定カー ド取得の

可能性を与えた。 この ことは、言い換えれば、障害者が、そのハ ンディを

必要のある場合には仲間の援助を借 りなが ら補 って、安全に楽 しく潜るこ

とは、当然のことという考え方をダイ ビングの世界に持ち込み、それを基

準 という形で表 したことになるのである。

② この基準の設定によって、イ ンス トラクターは、カー ド発行の明確な基

盤を得たことになる。又、この基準が、障害者のバディーへの依存度の観

点か らレベルの判断を下せば良 いので、認定に際 して、インス トラクター

は個々の障害による様々な能力の差に捕らわれる必要がな く、初めて出会

うタイプの障害者 も認定することができるのである。

③ 認定カー ドの発行は、どのダイ ビング指導団体において もイ ンス トラク

ターの権限によって行 うことができるので、マルチ レベル認定基準が確立
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していない時 にでも、インス トラクター独自の判断と責任によって障害者

ダイバーに認定カー ドを発行するということは可能なことであった。 しか

し、これは、あ くまで認定 したイ ンス トラクター独 自の判断と責任の上に

なりたっていることなので、このような形で発行 されたカー ドで障害者ダ

イバーが、発行 したインス トラクター以外とダイ ビングすることは大変に

難 しい。マルチ レベル認定基準は、各 レベルのカー ド取得者にどの様な配

慮が必要かという共通理解をインス トラクターに与えるものでもあるか ら、

障害者ダイバーは、マルチレベル認定基準を熟知 しているインス トラクタ0

のいる所に行 けば、そのインス トラクターと初めて接 しても、ダイ ビング

上の能力における共通理解が得 られ、安全に潜 るために必要な配慮を受け

ることが出来 るのである。

マルチレベル認定基準

レベル 「A」

受講者は、すべての基準に取 り組み成功す ることができた。彼 らは自分

自身を管理でき、ス トレス下に置かれた他のダイバーを助け、 レスキュー

を実行できる。彼らは、他の認定されたダイブバディーと共にダイビング

することができる。

レベル 「B」

受講者は、緊急事態に際 して落ちっいた行動ができる。概 して、スクー

バーダイビング中、自己管理はできるが、ス トレス下に置かれた他のダイ

バーを手助けできない。彼 らは二人のバディーとダイビングすべきであ

る◎

レベル 「C」

受講者は安全なスクーバーダイビングを楽 しむことができるが、多 くの

介助を必要とし、たとえばセルフレスキューなどの緊急事態に対応できな

い。ダイビングに際 しては二人のバディーが必要で、うち1名 は通常ダイ

ブマスター、アシスタン トインス トラクター、あるいはイ ンス トラクター

などの少な くともダイブレスキューの訓練を受けたものでなければならな

い 。
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すなわち、認定基準の確立によって、障碍者がダイ ビングをすることが、

個人対個人の関係か ら解 き放たれて、組織的な対応が可能 にな ったのであ

る。

●3ダ イ ブバ デ ィー スペ シ ャ リテ ィー コー ス の開 設

障害者が安全 に楽 しくダイビングをするための方法の開発、障害者を教える

ことの出来 るイ ンス トラクターの育成のためのカ リキ ュラムの確立 と、マルチ

レベル認定基準の確立は、HSAの 大 きな業績であるが、HSAは 、障害者ダイビ

ング普及のために、もう一っユニークなアイディアを生みだ し実践 している。そ

れは、ダイブバディーの育成である。

ダイブバディーとは、障害者をサポー トしながら障害者 と一緒に潜 り、ダイ

ビングを楽 しむ技量をもったダイバーの ことで、HSAは 、この養成のためのカ

リキュラムを造 り、養成 コースを開設 している。

ダイブバディー養成 コースのカ リキ ュラムは、障害者を教えることの出来る

インス トラクターを養成す るコースのカ リキュラムとほぼ同 じもので、障害者

をサポー トするために必要な障害にっいての医療的心理学的知識を学ぶ ことと、

障害対応の シュ ミレーシ ョンか らな り、コースの修了者には、認定カー ドが与

えられる。

現在HSAは 、アメ リカ国内では定期的にダイ ビングッアーを企画 し、インス

トラクター トレーニングコース*4・ ダイブバディー養成 コースを主催 している。

又、代表者の ジム氏は、障害者ダイビングを各地に普及させ るため、HSAの

開発 したメソッ ドを持 って、世界各国を飛び回っている。HSAの カ リキュラム

によって認定 された障害者にダイビングを指導出来 るインス トラクターの数は、

現在世界中に約600人 ほどで、HSAの 支部がおかれているのは、現在ではイタ

リアと日本の2力 国である。
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2JULIAの 設 立 とわ が 国 に お け る

障 害 者 ダ イ ビ ング の広 が り

わが国において、ダイ ビングをマ リンスポーツあるいは レジャーとして楽 し

んでいた人達は、すでに1960年 代の全判か らいたが、一般の人達の問に広 く普

及 し始めたのは、「バランシング コンベ ンセーター」*5と いうダイビング機材

が、改良され、体力のない女性にも浮力調整が容易に安全に出来 るようになっ

た1980年 以降のことで、1985年 頃のブームの時期を経過 して、ダイビング人

口は急速に広が りを見せて行った。 このように、一般化 してか ら日の浅いわが

国のダイビング事情の中で も、それを楽 しんでいた障害者は何人かはいたし、ハ

ワイなどで頚椎損傷の四肢マ ヒの障害者がダイビングを しているところを見て、

障害者 ダイ ビングに理解 と関心を持 っていたイ ンス トラクター も、数は少ない

が確かにいた。筆者 も1982年 に、そのようなインス トラクターと出会い、「常

に管理 されるダイバ ーとして潜って下 さい」という限定の下で、認定カー ドを

発行 して頂 き、ダイ ビングの世界に入 っていくことができたのである。

しか し、このよ うな例は、たまたまダイビングをや りたいと思 っていた障害

者と、そのことに理解 と意欲を示 したイ ンス トラクターとの偶然の出会いと個

人的努力によって実現 したもので、1990年 にJULIA(JAPANUNDDERWATER

LEADERSANDINSTRACTERSASSOCIATIONの 略)と いう民間のダイ ビング指導団体

が設立 され、HSAの 日本支部 となって、「障害者ダイバーの育成」と 「障害者に

ダイ ビングを指導できるインス トラクターの養成」に関する方法 とマルチレベ

ル認定の システムをわが国に導入す るまでは、例外的 ・単発的なものにすぎな

か った。

「JULIAの 活動イコール障害者ダイ ビング」とマスメディァなどに取 り上げら

れているが、ダイ ビング指導団体 としてのJULIAの 活動の中心は 「インス トラ

クターの養成を中心としたダイ ビングの社会的認知度の拡大」で、「ハ ンディキ

ャップダイバーの育成」・「地球環境問題への取 り組み」と合わせ、活動は、三

っの柱を持 っている(巻 末資料1・2を 参照)。

JULIAの ダイ ビング指導理念は、「人は誰で も自分が成長出来ることを実感す

るとき喜びを感 じるものです。それは出発点、到達点 にかかわ らず、そのプロ
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セスと達成感が重要な要素です。そ して、人は生涯を通 じて喜びを もとめ発達

を していきます。 この人が人 としてあ り続けるために発達を していくというこ

とが人の自然の姿であるという考え方を しています。『人の成長発達の過程 に私

たちが ダイ ビングインス トラクターとしてどうかかわるか』 という考え方が、

JULIAの ダイ ビング指導論です。」G主1)で、「障害者ダイバーの育成」は、このよ

うな指導理念に裏付 けられている。

結成か ら4年 目を迎えたJULIAは 、3回 のインス トラクタークロスオーバー

コース*6を 開催 し、又、4回 のダイブバディースペ シャリティーコースを開催 し

て、HSAの 方法の普及 と、わが国の障害者の実像にあった独 自の障害者ダイビ

ングの指導技術の開発 と伝達に努めて来た。

この結果、現在HSAの カ リキュラムによって養成されたインス トラクターは

35人 、それ らのインス トラクターの下で講習中の障害者ダイバー*7と 、すでに

認定された障害者ダイバーを合わせて、およそ120人 に及んでいる。
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(2)JULIAの 人 達 が語 る

ハ ンデ ィキ ャ ップ ダイ ビ ング との関 わ り

1JULIAの 組 織 と聞 き手(筆 者)の 立 場

先に述べたように、3ULIAは1990年 に10人 のダイビングインス トラクター

によって設立 された民間のダイ ビング指導団体で、その運営の最高決定機関は

総会である(運 営 と組織については巻末の資料参照)。 総会で決定された運営方

針を執行 していくために、ヘ ッ ドオフィスがあ り、代表者をおいている。

JULIAに 所属す るインス トラクターは、独立 してダイ ビングショップ*8を 経

営 している人、その ショップで働いている人、他 に仕事を持ちなが らインス ト

ラクターとして活動 している人等、立場は様 々である。

イ ンス トラクターはJULIAの カ リキ ュラムに従 って、講習を行い、ダイブマ

スターまでの認定カー ドをその判断と責任によって発行することができる。

JULIAで インス トラクターとして認定 されるには、JULIAの 教育部門で企画

されたイ ンス トラクター トレーニ ングコースを終了 しなければならない。

さらに、JULIAに おいては、障害者にダイ ビング講習を行 うことが出来るの

は、HSAの カ リキ ュラムによるインス トラクタークロスオーバーコースを終了

したイ ンス トラクターに限 られている。

今回、聞 き取 りに快 く応 じて下さった中塚茂巳氏は、JULIA設 立当初よ り

JULIAの 代表者でダイ ビングショップを経営 している。

筆者(聞 き手)は 、1993年 の夏に横浜で開かれた、第9回 障害者ヘルスフィ

ッ トネス国際会議に日本におけるHSAの 活動 にっ いて発表 しに来ておられた中

塚氏 と、同 じくJULIAの メンバーでダイビングショップを経営 している香坂昌

秀氏に出会 った。その際に、「障害を もつダイバーへのビジネスとしてのザービ

ス提供の可能性」と、「障害をもたないダイバーと障害を もったダイバーが一緒

に楽 しく潜 ることが出来 る」 ということを力説なさったお二人の言葉に、感銘

を受けると同時に若干の疑問を抱いた。

障害を もって11年 間ダイビングを続けて来た筆者の経験か らいえば、障害者

のための講習や、その後のダイ ビングツアーを安全に行 うための労力 と、障害
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者 の支払い能力を考えると、障害者へのダイビングの普及 という仕事は、 ビジ

ネス的な利潤を生み出す可能性はないと思われた。

又、 日常的に障害者 と接 して いない人達が、 レジャーの場で障害者 と出会 う

時に、 トラブルな しに 「一緒に楽 しめる」という点については、多 くの疑問が

あ った。

なぜJULIAは 障害者へのダイ ビング講習を活動の柱においたのか。

又、障害者に関わ る事などほとんどなかったはずのダイ ビングインス トラク

ターや、たまたまJULIAで 講習を受けた障害を もたない人達が、障害者に接す

ることで、 どの様なことがおこるのか。

上記 の2点 が筆者の大 きな関心事である点 を了解頂 いた上で、今回は、主に

JULIA代 表の中塚氏 に、インタビューに応 じて頂 いた。

尚、聞き取 りは、1994年5月 に沖縄で開かれた、第4回JULIA-HSAハ ン

ディキャップダイ ビング講習会や、8月 の奄美大島ツアーに筆者が参加 し、その

場で行 った。その他、手紙、電話などでのや りとりにっいて も、搭載 した。

2イ ンタ ビ ュ ー記 録

本記録においては、JULIA代 表中塚氏をN、 聞き手(筆 者)をYで あらわ し、

や りとりを記述す る。

【1】 障害者 にダイ ビング講習す ることとビジネス効果

● 従来のダイ ビング指導団体への反発

Y

N

「なぜ障害者にダイ ビングを教えることをは じめたのですか?」

「事情があって新 しいダイ ビング指導団体を設立 しなければ、ダイビング

で商売が続 けられなくなったが、従来の幾っかのダイビング指導団体が、

一部の人達に私物化 されていて、実際現場で頑張 っているイ ンス トラク

ターの為にな らない。そんな現状に嫌気のさしたイ ンス トラクター達が

集まって、公共性のある団体 として、責任を果たせ るイ ンス トラクター

の為になる新 しい団体を造 るんだ と意気込んでいた。 そんな時に、仲間

のインス トラクターか ら 『新 しい指導団体を造 るな ら障害者 ダイビング
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をや って見たい』 というアイディアが出された。それを一つの活動の柱

に した」。(資 料2JULIA設 立時のパ ンフレッ ト参照)

● 他のダイビング指導団体 との差別化の効果

N「 それに、すでに日本には、沢山の指導団体があって、ダイ ビング業界は

飽和状態。新 しい特色のあるものが必要だった。『障害者ダイビング』の

分野なら日本でまだどこも手を付けていないので、他の指導団体 とお客

の取 り合いにな らない し、新 しい指導団体 の特色が出せ ると思 い、障

害者にダイビングを教えるカ リキュラムを もっている所を探 して、

HSAに 巡 り会 った。」

Y「 障害者を対象に して本当にビジネスになると思いま したか?、 マーケッ

トリサーチ見たいなことはや ったんですか?」

N「 そんな計画的なもの じゃなか った。 とにか くは じめた。ち ょうど文部省

が生涯学習 とか生涯 レジャーとか言い出 して、ダイビング もそんな観点

か ら見 られは じめていたが、ダイビング指導団体 というのは、公共的 ・社

会的性格をもっているものだか ら、高齢者や障害者に対 して も、サービ

スを提供する責任かあると考えた。」

● イメージ効果

N「 障害者にダイ ビング講習を行 っていることは、『安全で親切な講習』を

しているというイメージを新 しく講習を希望 して くる人達に与えること

が出来 るし、特 に中年や高齢になってダイ ビングをは じめようとする人

達が 『ダイ ビングは安全かとか、自分の体力でやれるか』などの不安を

持 っている時に、それを取 り除 くのに役にたっている。今では、ダイ ビ

ング ショップに講習を受けに来 る人達 には、ここでは 『障害者 にダイ ビ

ングを教えて いる』 と意識的に話すことが多 い。」

【2】 インス トラクターの力量 と障害者ダイ ビング

● インス トラクターのモラル

N「 ダイ ビングインス トラクターは、医者や弁護士 と同 じように高いモラル

を もっているものだ と思 っている。そのような意味で、海に潜 りたいと
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思 っている人がいれば、高齢だか らとか障害があるか らといって拒否す

るのではな くて、サー ビスを提供する義務があるし、出来 るだけ要望 に

応え られ るように努力すべきだと思 った」

● 障害者にダイ ビングを教えることは

インス トラクターの技量を向上させ る

Y「 障害を もっているものが、介助を受けながらこういう活動に参加する時

には、迷惑をかけるという意識があるし、ある種の遠慮があるのですが、

それについて中塚 さんはどう思われますか?」

N「 障害者にダイ ビングを教えるということは、その ことを通 じてイ ンス ト

ラクターとしての技量を高められるので、大変得を した気分にな ります。

『5月の講習会』などを無事に終えることが出来た後は、自分がず っとう

まくなったような気が して、自信がつ く。っまり、水の中に潜るという

のは、そのことだけで もとっても大きなス トレスで、ス トレス要因が重

なれば、パニ ック・事故にっながることになる。イ ンス トラクターは、講

習を受ける人達やツアーに参加す る人達のス トレスの状態に常に配慮 し

て、そのような要因を取 り除 くように努力 しなければならない。ス トレ

スの要因 というのは、人様 々で、それを考慮 しなが ら安全な講習をす る

には、いろいろの状況に出会って、沢山の経験を積む必要があるのだが、

若 くて体力のある健常者ばか り教えていると、その人達は、少々のス ト

レスなど我慢 して しまうものだか ら、個々のス トレス要因に配慮 したり、

対処法を勉強する機会があまりない。障害者は、ス トレス状態にな りや

すいス トレス要因をたくさん もっていて、常にそれに気を配 らなければ

安全で楽 しいダイビングを提供出来ないし、言語に障害があった りして

コミュニケーションが取 りに くい場合は、相手の表情や態度などにも注

意 して、情報を集めなければならない。障害者を教えることは、ス トレ

ス要因に配慮 し、それを取 り除 くための経験を濃密に積むことが出来て、

インス トラクターの力量をみが く良いチャンスを与えて くれ る。」 こちら

はダイ ビングを楽 しんで もらうことが仕事 なので、遠慮す る必要はない

のでは」
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【3】 障害観 ・障害者観の変化

● 対等 なつきあいはいつか らできるようになったか

Y「 ッァーに参加 していて、イ ンス トラクターや他のスタッフの人達が障害

者に接 しているのを見ていると、自然で変なわだかまりを感 じない。よ

けいな干渉 も手出 しもな くて、私*9も 最初か ら気楽で居心地が良か った

が、障害者 ダイ ビングの講習をは じめた時か らこんな雰囲気だったので

すか?」

N「 身近に障害をもった人 はいなか った し、建て前(先 に述べたJULIAの

設立過程を参照)か ら障害者にダイビングを教え ることになったような

ものだか ら、最初は 『かわいそうな人達を海に潜 らせて喜ばせてあげた

い』 といったような意識で障害を もっている人に接 していた。 ビジネス

としてやるとか何 とかいっていたけれど、障害をもっている人が講習が

終わって潜れるようになると、こっちがす っか り感動 して しまって、 ウ

エ ッ トスーツや機材を一式プ レゼ ン トして しまった りして、ビジネスど

ころではなか った。」

Y「 どんなきっかけで今みたいに、普通のお客さんを扱 うように扱えるよう

になったのですか?」

N「 確かに初めの うちは、障害者が講習を終わると、とっても感動 していた。

あんなに感動するのは特別扱 いしていたんだということはよくわか るけ

れど、何をきっかけにそ うでなくなったのかということになると、 これ

といってはっきりいいにくい。2年 ほど前に、三宅島で障害者ダイ ビング

の講習を したときに、夜、花火をやって、ふざけあいになって、車椅子

に乗 った人を花火をもって追 っかけ回 してわいわい騒いで、気がっいた

らもう障害者の障害をほとん ど気に しな くなっていた。傍目から見た ら

車椅子の人を火のっいた花火 もって追いかけたりして、滅茶苦茶だと思

われ るか もしれないけど、その時は、障害者の人 も本当に楽 しかったみ

たいで。スタッフの一人が最初か ら障害者 と本当に自然に接 していて、そ

の影響を受けたのかもしれないが。」

● 障害者とっき合って困ったこと
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一マイナスイメージにっいて一

「障害者 と接 してみて驚いたことや、困った点は?」

「障害者のいろいろな活動がスポーツ活動 も含めて、障害種類別にバラバ

ラになって いて、あんまり一緒に活動 しないのに驚 いた。ダイビングの

場では、全盲でも車椅子の人でも一緒に潜 るか ら、そんな中で、お互 い

の垣根が とれたらいいのにと思 った。」

「困 ったというよ り腹立た しく思 ったことは、障害者ダイビングに関する

取材でマスコ ミによくインタ ビューを受けたりしていたせいか、す っか

りスター気取 りになって しまった障害者がいて、『自分はダイビングがで

きるんだ』 ということで、他の障害者の人達の優位にたったみたいに振

る舞 って、『あのこは、わがままだか らダイビングを教えたらあかん』と

かなんとか言 い出 した。無視 していると仲閤の障害者団体の人達に

JULIAや ダイ ビングショップの悪 口を言い触 らした りして。障害者の間

の仲間意識は強いので、悪い噂が流れ るとなかなか打ち消せな くて、障

害、特に重い障害を もっていると、 日常生活が暗いんだろうか、ダイ ビ

ングにしか しがみっ くものがないのか とも考えて しまって」

「ショックだ ったのは、去年沖縄のか りゆ しビーチ リゾー トで

第3回 のJULIA-HSAハ ンディキャップダイビング講習会を開催 した時、

あちこち調べて、一番障害者に使いやすそうな設備のあるところを探 し

たつ もりだが、日本はまだそんな設備の整 った リゾー トなんてなくて、お

風 呂や トイ レも障害者用ではないのを、 ドアをはず した りして、何 とか

使 う状態で。そうしたら、参加者の中に 『障害者にダイ ビングを教える

というんだか ら、設備なんか も、ちゃん とできてると思 づたのに』 と言

い募 って、取材のテレビ局の人達にも訴えて、取 り上げないでいたら、自

分の写 って る場面は放映するなと言い出 した りして。 日本での障害者 ダ

イ ビングの活動は始まったばか りで、そんな何 もかも完備 してるわけで

はな くて、一緒 に造って行 こうみたいに考えて欲 しいのだけれど。」
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【4】 活動の現状 と今後の見通 しについて

Y「JULIAの 活動の今後の広が りと見通 しについてはどの様に考えられ

てお られますか?」

N「 障害者に安全にダイビングを講習で きるようになるには、経験を積むこ

とが絶対的に必要 なことですが、障害者を教えても実際商売にならない、

商売にならないから、HSAの カ リキュラムで行われるインス トラクター

クロスオーバーコースを受けて、認定カー ドを取 って も、その後実際に

障害者を教えているインス トラクターは、一桁 ぐらい しかいない状況で、

本当に障害者 に対応できる技術を もったイ ンス トラクターは、なかなか

増えて来ない。障害者にダイ ビングを教える労力に見合 ったコス ト設定

を したら、高 くな りすぎて、本当に一部の特権的障害者 しかダイビング

できな くなるか ら、そんなことは したくない。 とにか く、 ビジネスとし

て成 り立つ ようにやって行きたい。そうしないとだめだ」

N「 障害をもっ人達は もっと潜 りた くて も金がないという。それで金がない

んな ら働いて稼 いだらといった ら、働 くところがないとい うことをいわ

れて、それな らダイビングシ ョップで仕事を して もらった らと思いっい

て、障害者の雇用促進関係で補助金が出るので、今、重度の脳性マ ヒの

人を含めて3人 雇用を し始めた所で、今後は、全国にJULIAの 支部のよ

うなものをおいて、障害者の情報ネ ットワークのようなものをっ くり、そ

この運営を障害者雇用で雇った人達に任せて行 きたいと思 っている。障

害をもっている人が、自分で働 いたお金で遊べ るというのは、一番望ま

しい形で、JULIAで そんなチャンスを障害者に提供で きたらと考えてい

る。」
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(3)ま とめ に代 え て

◇1本 稿において取 り上げたJULIAの ような形態の組織や活動は、障害者が

スポーッや趣味活動など様々な分野に参加 して行 くとき、新たに出来て来 る

し、今後の障害者の新 しい分野への社会参加に大 きな役割を果た して行 くと

考え られる。JULIAは 、その一っの実例であろう。

◇2障 害者に安全で楽 しいダイビングを ビジネスとして成 り立つや り方で提供

しようという中塚氏達の試みは、ダイビング講習やツアーを提供するインス

トラクター等の労力 と価格設定の問題、ダイ ビングをや りたいという障害者

の数の少なさ、障害者の所得水準の問題などを考えるとき、見通 しを立てて

行 くことに多 くの困難が予想される。 しか しその一方で、バデ ィーダイバー

を育成することによってインス トラクターの直接的な労力を軽減 しようとす

る試みや、障害者雇用促進法の補助金を得てダイ ビングショップに障害者を

雇用 し、障害者に雇用の機会を提供 して、働いて得た所得でダイ ビングを楽

しんでもらおうという企画(実 際中塚氏の経営するダイ ビングショップでは

重度の方 も含めて現在3人 の障害者が働いている)な ど、従来の障害者福祉

の制度 も取 り込んだ新 しい動きも起 こって来てお り、今後の検討課題となろ

う。

◇3障 害者がスポーツや趣味活動などの新 しい分野に参加 して行 くとき、いわ

ゆるビジネスの観点か らサービスを提供す る新 しい形のサービス提供主体の

役割にっいて述べたが、そのような新 しいサービス形態は、果たしてどの様

な層のどの ぐらいの障害者が利用す ることが可能なのであろうか。

1994年5月 に行われた第4回JULIA-HSAハ ンディキ ャップダイビン

グ講習会に参加 した障害を持った人達を見ても一筆者はきちんとした調査を

行 った訳ではないので大変大まかな推察だが一、障害福祉年金や労災保険金

を追加的な収入 として生活費以外に使えるような人達がほとんどであったよ

うに思われる。すべての障害者がその好みに従 って新 しい分野 に参加 して行
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くことを促進する条件造 りという観点か ら考えるな ら、ダイビングをは じめ

として新 しいサービス提供主体を利用 してスポーツや レジャーを楽 しんでい

る障害を持つ人達の生活状態のきちんとした調査を行なうことからは じめな

ければな らないであろう。

◇4ダ イビングはお金のかかるレジャーといわれている。は じめるには、講習

費 ・機材の購入費などを含めて約20か ら30万 円ほどの費用がかかる。

これほどではないにして もスポーツや趣味活動には費用がかか り、それ ら

を楽 しめない人 々も多 いのであるか ら、「◇3」 で述べたような問題は、障

害者独自の問題ではないという考え方がある。

しか し、筆者の狭い経験からで も(イ ンス トラクターの方達は、出来 るだ

け市販の安価に手には入 る機材を利用す るように心がけてお られるが)、 障

害の部位にあわせたウエッ トスーツを作 り、使える機材を購入 し、ダイ ビン

グをはじめるまでに70万 円かか った障害者がいる。どれ ぐらいの費用が必

要かは、障害の種類と程度によって一人一人本当に千差万別であるが、大量

消費の企画にはなかなかあわないということは共通 していえ る。

又、講習に参加するために特別な交通手段が必要であ ったり、介助者を捜

さなくてはな らなかったりなどのことを考えるとき、スポーツや趣味活動へ

の参加 という分野においても、障害者問題 と同様の課題を見出さざるを得な

いのである。

筆者は、このような視点に立 って、障害者のスポーツや趣味活動など新 し

い分野へのよ り広い参加の条件造 りについて今後 も考えて行きたい。
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注;

*1筆 者の障害 は、先天性白内障に視覚障害と下肢障害の二重障害である。

*2障 害者ダイバー基準委員会 スタッフは、委員長としてデニス グレーバーが任命

され、HSAの ジム ギ ャタク レー、その他 ナ ウイ ・パディー、などの潜水指導

団体のインス トラクター、潜水医学を研究 している ドクター、障害者ダイバーに

よって構成された。

*3ダ イ ビングは安全のために必ず二人以上で組になって潜る。バディーとはその組

になって潜る仲間、もしくは相棒の意味で、相互に助け合 って安全なダイビング

をおこなう役割を持っ。

*4HSAは 自己の組織の中で直接 にイ ンス トラクターを養成するカリキュラムをも

っていない。各ダイビング指導団体のカリキュラムに従って養成されたインス ト

ラクターを トレーニ ングして、障害者への対応の可能なインス トラクターを養成

す るシステムになっている。

*5ラ イフジャケ ッ トの よ うな袋に、タンクか らの空気を送 り込んだりその空気を弁

を開 くことによって外に出 したりして、自由に浮力を調節することが出来るダイ

ビング機材。 これが出来るまでは、ダイバーは肺の中の空気の出 し入れによって

浮力調整を行 っていたので、ダイビングには相当の体力と技術が要求されていた。

*6い ろいろなダイビング指導団体によってすでにインス トラクターとして認定され

た人達に、HSAの カ リキ ュラムにそ って、障害者 にダイビングを指導するため

の知識と技術を トレーニングし、HSAの イ ンス トラクターの資格を与 えるため

の コ ー ス 。

*7障 害者がダイビング講習を受 けて、認定カー ドを取得するまでの期間は、障害の

種類 ・程度などの様々な条件によって、大 きな個人差があり、講習を受けは じめ

てか ら1年 を経過 して も、講習が終 らない例 もある。

*8ダ イビング機材 を販売 した り、ダイビングa習 を行 った りす る店で、イ ンス トラ

クターが経営を行 っている例 も多い。

*9筆 者が障害者であ ることにつ いては、先に 「*1」 で書いたが、筆者の経験では

ダイ ビングツアーではじめてのインス トラクターに会 った時には、必ず相手が必

要以上に気を使って下さり、それがこちらにとって も多 くの精神的負担になって

いた。JULIAの ツアーにおいては、初対面 の時 からそのようなことがなか った。

注1JULIAの 本部事務局 の発行 した。「イ ンテグ レーションダイ ビングJULIA」 とい

う小冊子 のrWhatisJULIA』 よ り引用
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資料2

JULIAは 新 しい ダイ ビング指 導 団体 です。

JULIAは 本 年(90年)8月 に 創 立 さ れ た 、 業 界 で 一 番 新 し い 指 導

団 体 で す 。

毎 日 の よ う に海 に 出 て 、 実 際 に 指 導 に あ た っ て い る 若 手 イ ン ス トラ

ク タ ー を 中 心 に 創 立 さ れ ま し た 。

若 々 し く、 エ ネ ル ギ ッ シ ュ で あ る こ と、 そ し て 柔 軟 。 そ れ がJULIA

の 特 徴 で す 。

今 ま で の ダ イ ビ ン グ 指 導 を 否 定 す る の で は な く 、 そ の 上 に 立 っ て 現

場 で の 実 践 的 な 指 導 を取 り 入 れ 、 イ ン ス トラ ク タ ー 集 団 の 中 で 交 流

し、 よ り よ い 指 導 を 目 指 し て い ま す 。

JULIAの 創 立 は少 々 の 不 幸 か ら始 ま り ま した。指 導 団体 を個人 の

利益 に利用 しよ うとす る者 に引 きまわ され、 ダイ ビング指導 に障害

を発生 して いま した。 多 くの心 あ るイ ンス トラクターが その是正 を

求 め努 力 を しま したが か なわ ず、そ して 、他 の指 導 団体 に属す る若

手 イ ンス トラクターの協力 と参加 も得て 、新 しい指導 団体 を創立 す

る こと にな りま した。

JULIAは イ ンス トラ クター の ための指 導 団体 です。

JULIAは 創 立 の 経 過 か ら み て も イ ン ス トラ ク ター集 団 の不 利益 な

ことは絶 対 にで きません。 イ ンス トラクターが充実 したダイ ビング

指 導 をす るため に存在 す る指導団体 です。 イ ンス トラ クターが 安心

して充 実 した指導 が で きるそれが 、 この業界 全体 の活性 化の為 に必

ず必要 な こ とだ と考 え て い ます。

指 導 カ リキ ュラム は、今 海 に出 て講習 を して いる現役 の私 たちイ ン

ス トラ クター に蓄積 され た ノウハ ウを集 団的 に検 討 す る中 で生 み出

され ます。 そ して、エ ン トリー レベルであ って も一律的 な指 導 内容

で はな く(基 本 的 な 内 容 は 当然 共 通 しま す が)そ れ ぞ れ の地 域 性 を

重 視 した指 導 の内容 と して い きます。

ま た 、 フ ァ ク シ ミ リ、 コ ン ピ ュー タ を利 用 し た 情 報 の 交 換 。 メ ン バ ー

が 必 要 な 情 報 が 、 全 国 に 展 開 す るJULIAシ ョ ッ プ な ら び にJULIA

イ ン ス トラ ク タ ー に よ っ て 交 換 さ れ ま す 。1店 舗1イ ン ス トラ ク タ ー

の 利 益 の み を追 求 す る の で は な く 、JULIAシ ョ ッ プ 、JULIAイ ン

ス トラ ク タ ー 全 体 の メ リ ッ トを 追 求 す る シ ス テ ム を 築 き ま す 。

共 同 講 習 シ ス テ ム や ジ ョ イ ン トツ ア ー な ど 、1店 舗 で は リ ス ク が 大
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き か っ た り合 理 的 で な い 場 合 な どJULIAシ ョ ッ プ 間 の 協 力 を進 め ま

す 。

そ の た め に も 、 リア ル タ イ ム で の 情 報 交 換 を 目 的 に 本 部 に ホ ス トを

置 い た パ ソ コ ン通 信 を 早 期 に 実 現 し 、 ま た メ ン バ ー 管 理 、 カ ー ド発

行 業 務 を コ ン ピ ュー タ 処 理 し、 カ ー ド申 請 も オ ン ラ イ ン化 を し カ ー

ド発 行 の 迅 速 化 を 目 指 し ま す 。

コ ン ピ ュ ー タ で の シ ョ ッ プ オ ン ラ イ ン化 が あ ま り困 難 と 感 じ ら れ な

い の も 若 い 柔 軟 な 思 考 が で き る か ら と 考 え て い ま す 。

JUUAは 自立 したダイバーを育 てる指導団体です。

ダ イ ビ ン グ 事 故 が マ ス コ ミ を 振 わ せ て い ま す 。 ダ イ ビ ン グ 事 故 は ど

う して 起 こ る の で し ょ う 。 ノ ー カ ー ドホ ル ダ ー の 事 故 は 問 題 外 と し

て 初 心 者 の 事 故 は指 導 し た イ ン ス トラ ク タ ー の 責 任 も 犬 き い の で は

な い で し ょ う か 。 初 心 者 が リ ー ダ ー 無 し で ダ イ ビ ン グ を す る の は 、

事 故 に 会 い に い く よ う な も の で す 。 初 心 者 が 海 に い け る な ど と 思 う

の は 講 習 の 時 の 説 明 不 足 と 、 カ ー ドを 発 行 し た ら そ の 後 の 面 倒 は あ

ま り み な い シ ョ ップ/イ ン ス トラ ク タ ー の 責 任 と い っ た ら い い す ぎ

で し ょ う か 。JULIAは 、 オ ー プ ン ウ ォ ー タ ー ダ イ バ ー は マ ス タ ー

ダ イ バ ー 以 上 の ラ ン ク の ダ イ バ ー と の ダ イ ビ ン グ を す る よ う に 指 導

し ま す 。 そ して 、 何 よ り大 切 な こ と は 海 の 偉 大 さ 、 怖 さ を 指 導 を 通

じ て 語 る こ と だ と 考 え て い ま す 。

ダ イ ビ ン グ は 誰 に で も で き る ス ポ ー ツ で あ る と い う こ と は 前 提 に し

な が ら 、 で も そ れ は あ る 条 件 の 元 で こ そ 可 能 な の だ と い う こ と を 強

調 す る こ と が 必 要 で し ょ う 。

ま た 、 ダ イ バ ー は 、 自 分 の こ と が 自 分 で 面 倒 み ら れ る こ と が 条 件 と

な る で し ょ う 。 ダ イ ビ ン グ は 入 口 は 非 常 に イ ー ジ ー で も 、 そ の さ き

は 技 術 、 能 力 、 知 識 と 問 わ れ 試 さ れ ま す 。 マ ス タ ー ダ イ バ ー な ど の

ダ イ ビ ン グ リ ー ダ ー や 指 導 員 ク ラ ス は 相 当 の 能 力 を 要 求 さ れ る の は

当 然 で し ょ う 。 リー ダ ー に は あ る 程 度 の 指 導 力 が 当 然 必 要 と さ れ ま

す 。 ま た 、 イ ン ス トラ ク タ ー は 指 導 力 と 集 団 管 理 能 力 が 問 わ れ ま す 。

今 ま で あ っ たITC(イ ン ス トラ ク タ ー トレ ー ニ ン グ コ ー ス)が そ の

多 くが 体 力 勝 負 で し た 。 当 然 イ ン ス トラ ク タ ー に は エ ク セ レ ン トな

ダ イ ビ ン グ 技 術 が 必 要 で す 。 そ し て 、 ス ポ ー ツ で す か ら あ る 程 度 の

体 力 は 必 要 と な り ま す 。 し か し、 イ ン ス トラ ク タ ー に 一 番 必 要 な 資

質 は 自 立 し た ダ イ バ ー に 育 て る 指 導 力 で し ょ う 。

JULIAは ア ドバ ン ス ド才 一 プ ン ウ ォ ー タ ー か ら ア シ ス タ ン トイ ン

ス トラ ク タ ー に な る ま で は 、 技 術 力 、 高 い ダ イ ビ ン グ の 能 力 を 重 視
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して 要 求 し ま す 。 そ して イ ン ス トラ ク タ ー に は 高 い 指 導 力 を求 めITC

も そ れ に そ っ た コ ー ス メ ニ ュ ー と な り ま す 。

JULIAは 環境保全 をめざす指導団体 です。

SAVETHENATUERは 、 現 在 思 想 信 条 、 社 会 体 制 を 超 え 世 界

的 な 課 題 と な っ て い ま す 。 食 料 を 提 供 し、 地 球 上 の 酸 素 の 多 くを 提

供 す る 海 。 海 底 油 田 、 鉱 物 、 潮 流 、 波 な ど 、 無 限 の エ ネ ル ギ ー を 持

つ 海 。 大 気 中 の 二 酸 化 炭 素 を 炭 酸 力 ル シ ウ ム と し て 固 定 さ せ る珊 瑚 。

私 た ち は 、 海 に 親 し む ス ポ ー ツ を す る 者 と し て 、 私 た ち の 海 を 守 っ

て 行 か な く て は な ら な い と考 え ま す 。 そ の た め に も 、 海 に 対 す る 知

識 を 吸 収 し な け れ ば な ら な い と思 い ま す 。 ダ イ ビ ン グ が マ イ ン ドス

ポ ー ッ と い わ れ る よ う に な り、 海 へ の 関 わ り方 は い つ も 変 化 して い

ま す 。 私 た ち は 、 学 術 的 知 識 を 学 び 吸 収 し海 へ の 関 わ り方 を よ り積

極 的 に し て い き た い と 考 え て い ま す 。

ま た 、 ア ウ ト ドア ー の 一 環 と し て ダ イ ビ ン グ を 位 置 づ け 、 自 然 の 中

の 海 と い う 見 方 を 大 切 に し ま す 。

自然 に 接 す る 機 会 を 増 や し、 自 分 の 子 供 た ち に 自 然 を 守 る こ と を 伝

え ら れ る よ う に 、 そ し て 、 自 然 を 残 し て い け る よ う に とJULIAは

考 え て い ま す 。

SAVETHENATUER,SAVEOURSEAo

JULIAは 障害者 の海への道 をひら く指導団体 です。

海 は、空気 が無 く、大気 中の生活 か ら考 え ると大 きな違 いがあ りま

す。魚 た ちが 自由 に海 に生活 す るこ とを考 える となん て、人間が海

に入 る ことは不 自由が つ きま とうこ とで しょう。息 が で きな い、言

葉が交 わせ ない。 そんな不 自由 さを超 え、私 たち は海 に魅 せ られて

いるの です。

ハ ン ドサ イ ンでつ たない コ ミュニケー シ ョンを はか る私 た ちが、手

話が で きた らどんな に素 晴 ら しいで しょう。聴 力障 害 を持 つ人 たち

は海 の中 で は健 常者 よ リア ドバ ンテー ジを持 って い るよ うで す。

体重 を支 え る必要 の無 い水 中 での生活が、障害 を持 つ人々 にも っと

解放 されて いいの で はな いか と考 え て います。

私 たち は、障害 者団体 と協 力 して障害者 が海 に親 しめる努力 を して

いき ます。
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一マルチ レベル認定基準 と安全 ダイ ビ ングの精神を よ

りいっそ う理解 して いただ くために 一

レベルrA」 オー プ ンウ ォーター スクーバ ダイバ ー条件

資 格:

受 講 者 は 全 て のHSAオ ー プ ン ウ ォ ー タ ー ス ク ー バ ダ イ バ ー コ ー ス の 基 準 を

十 分 に 満 た し て い る こ と 。

ダ イ ビ ン グ 手 順:

ダ イ ビ ン グ を 行 う 場 合 に は 常 に レ ベ ルrA」 の オ ー プ ン ウ ォ ー タ ー ス ク ー バ

ダ イ バ ー か 、 も し く は 全 国 的 に認 知 さ れ て い る 他 認 定 団 体 か ら 当 該 ラ ン ク 以

上 に認 定 さ れ て い る ダ イ バ ー の 、 少 な く と も 一 人 の バ デ ィ ー と 共 に ダ イ ビ ン

グ を 行 う 。 ま た ダ イ ビ ン グ に 当 た っ て 、HSAセ イ フ テ ィ ー ダ イ ビ ン グ の た

め の ガ イ ドラ イ ン を 守 る こ と 。 イ ニ シ ャ ル

レベ ルrB」 オ ー プ ン ウ ォー タ ー ス ク ー バ ダ イ バ ー条 件

資 格:

こ の ダ イ バ ー に 認 定 さ れ る た め に は 、 レ ベ ルrB」 実 技 免 除 基 準 の 項 目 を 除

い た 全 て のHSAベ ー シ ッ ク オ ー プ ン ウ ォ ー タ ー ス ク ー バ ダ イ バ ー 基 準 を 十

分 に 満 た し て い る こ と 。

ダ イ ビ ン グ 手 順:

ダ イ ビ ン グ を 行 う 場 合 に は 常 に レ ベ ルrA」 の オ ー プ ン ウ ォー タ ー ス ク ー バ

ダ イ バ ー か 、 も し く は 全 国 的 に認 知 さ れ て い る 他 認 定 団 体 か ら 当 該 ラ ン ク以

上 に 認 定 さ れ て い る ダ イ バ ー の 、 少 な く と も 二 人 の バ デ ィー と共 に ダ イ ビ ン

グ を 行 う 。 ま た ダ イ ビ ン グ に 当 た っ て 、HSAセ イ フ テ ィ ー ダ イ ビ ン グ の た

め の ガ イ ドラ イ ン を 守 る こ と 。 イ ニ シ ャ ル

レベ ル 「C」 オー プ ンウ ォーター スク ーバ ダイバ ー条件

資 格=

こ の ダ イ バ ー に 認 定 さ れ る た め に は 、 レ ベ ルrC」 実 技 免 除 基 準 の 項 目 を 除

い た 全 て のHSAベ ー シ ッ ク オ ー プ ン ウ ォ ー タ ー ス ク ー バ ダ イ バ ー 基 準 を 十

分 に 満 た し て い る こ と 。

ダ イ ビ ン グ 手 順:

ダ イ ビ ン グ を 行 う 場 合 に は少 な く と も 二 人 の ダ イ バ ー を バ デ ィー と す る 事 を

常 と す る 。 う ち 一 名 は 最 低 で も レ ス キ ュ ー ダ イ バ ー と し て 認 定 さ れ て な け れ

ば な ら な い が 、 ほ と ん ど の 場 合 イ ン ス ト ラ ク タ ー か ア シ ス タ ン トイ ン ス トラ

ク タ ー あ る い は ダ イ ブ マ ス タ ー で あ る 。 ま た も う一 人 の ダ イバ ー は レベ ル 「A」

の オ ー プ ン ウ ォ ー タ ー ス ク ー バ ダ イ バ ー か 、 も し く は 全 国 的 に認 知 さ れ て い

る 他 認 定 団 体 か ら 当 該 ラ ン ク 以 上 に認 定 さ れ て い る ダ イ バ ー で な け れ ば な ら
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な い 。HSAセ イ フ テ ィ ー ダ イ ビ ン グ の た め の ガ イ ドラ イ ン を 守 る こ と 。

イ ニ シ ャ ル

私 は 、 以 上 の レ ベ ルrA」rB」rC」 オ ー プ ン ウ ォ ー タ ー ダ イ バ ー の 定 義 を

よ く読 み 理 解 し 、 私 自 身 の レ ベ ル に つ い て 定 め ら れ た 範 囲 内 で ダ イ ビ ン グ す

る こ と に 同 意 し ま す 。

私 の 認 定 レ ベ ル は 以 下 の 通 り で す 。

サ イ ン HSA登 録 ナ ン バ ー 日付

証人 サ イ ン 日付
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受講 者 の み な さん。

トレ ー ニ ン グ の 最 後 に 、 こ の ガ イ ドラ イ ン を 読 み 、 理 解 し、 署 名 して 下 さ い 。

担 当 イ ン ス トラ ク タ ー か ら そ の コ ピー を 受 け取 っ て 下 さ い 。 オ リ ジ ナ ル は イ

ン ス トラ ク タ ー が 受 講 生 フ ァ イ ル と して 、 最 低5年 間 保 管 し ま す 。

我 々HSAイ ン ス トラ ク タ ー は 、 今 日 の ダ イ ビ ン グ 産 業 の 中 に あ っ て 最 高 の

ト レ ー ニ ン グ を 受 講 生 の 皆 さ ん に 提 供 し て お り ま す 。 我 々HSAは 今 後 何 年

間 に も わ た っ て 、 皆 さ ん が 安 全 に 、 そ して 快 適 に ダ イ ビ ン グ を 楽 し め る よ う

努 力 して い き ま す 。 こ の 安 全 ダ イ ビ ン グ の た め の ガ イ ドラ イ ン を 良 く読 み 、

各 々 の 項 目 に つ い て 完 全 に 理 解 し た 上 で 、 空 欄 に イ ニ シ ャ ル を 記 入 し て 下 さ

い 。

ガ イ ドラ イ ン

1.ダ イ ビ ン グ の 際 に は 、 精 神 的 、 肉 体 的 に 良 い 状 態 を 保 つ こ と 。

調 子 の 良 い 時 に の み ダ イ ビ ン グ を す る こ と 。 ア ル コ ー ル 、 薬 物 等 の 影 響

下 で の ダ イ ビ ン グ は 決 して し て は い け な い 。 ダ イ ビ ン グ 用 の 健 康 診 断 を

一 年 間 に 一 度 受 け る こ と 。 イ ニ シ ャ ル

2。 ダ イ ビ ン グ 技 術 を 錆 び つ か せ な い よ う に す る こ と 。 ロ グ ブ ッ ク を 記 入 し、

年 間 最 低12本 は 潜 る こ と 。 継 続 し て 教 育 を 受 け る こ と で ダ イ ビ ン グ 技 術

の 向 上 を は か り、 ブ ラ ン ク が あ る 場 合 に は 、 プ ー ル 等 の 管 理 さ れ た 環 境

下 で技 術 の見 直 しを してか らダ イ ビ ング を行 う こ と。 イ ニ シ ャル

3.正 し く、 完 全 な 、 よ く手 入 れ さ れ 、 使 い 慣 れ た 機 材 を 使 用 し 、 毎 回 の ダ

イ ビ ン グ の 前 に 機 材 が 自 分 に 合 っ て い る か 、 正 し く動 く か ど う か チ ェ ッ

ク す る 。 ダ イ ビ ン グ の 際 は 、 必 ず パ ワ ー イ ン フ レー タ ー の つ い たS、 残

圧 計 お よ び 水 深 計 を 使 用 す る 。 ま た 予 備 空 気 源 、 オ ク トパ ス 、 コ ン パ ス

を 持 つ こ と を 勧 め ま す 。 認 定 さ れ て い な い ダ イ バ ー に 機 材 を 貸 し て は い

け な い 。

イ ニ シ ャ ル
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4.あ な た 自 身 と あ な た の ダ イ ブ バ デ ィ ー 、 あ な た の 機 材 の 限 界 を知 る こ と。

ま た 新 し い バ デ ィー と ダ イ ビ ン グ す る 際 は 、 あ な た の ダ イ ビ ン グ 技 術 に

つ い て バ デ ィ ー と 話 し合 う こ と 。 常 に バ デ ィ ー シ ス テ ム を 守 っ て ダ イ ビ

ン グ し 、 お 互 い の 機 材 を よ く知 る こ と 。 イ ニ シ ャ ル

5.あ な た の 「認 定 レ ベ ル 」 に 見 合 っ た ダ イ ビ ン グ の み を す る こ と 。 例 え ば 、

レベ ル 「A」 ダ イ バ ー で あ れ ば オ ー プ ン ウ ォ ー タ ー レ ベ ル 「A」 ま た は そ

れ 以 上 の バ デ ィ ー1名 以 上 と ダ イ ビ ン グ す る こ と 。 レ ベ ルrB」 ダ イ バ ー

な ら 最 低 オ ー プ ン ウ ォ ー タ ー レ ベ ル 「A」 ま た は そ れ 以 上 の ダ イ ブ バ デ

ィー2名 以 上 と ダ イ ビ ン グ す る こ と。 レ ベ ル 「C」 で あ れ ば2名 以 上 の バ

デ ィ(1名 は 最 低 レ ス キ ュ ー ダ イ バ ー 以 上 、 ほ と ん ど の 場 合 で 、 イ ン ス

トラ ク タ ー か ア シ ス タ ン トイ ン ス トラ ク タ ー か ダ イ ブ マ ス タ ー で あ り、 も

う 一 方 は オ ー プ ン ウ ォ ー タ ー レ ベ ルrA」 か そ れ 以 上 で あ る)と ダ イ ビ

ン グ を 行 う こ と 。 イ ニ シ ャ ル

6.ダ イ ビ ン グ ポ イ ン トを よ く知 る こ と 。 常 識 と 良 識 の あ る 判 断 で 、 各 々 の

ダ イ ビ ン グ 計 画 を た て 、 時 間 と 深 さ の 限 界 ま で 潜 ら な い 。 ま た 危 険 な 場

所 や 、 悪 い ダ イ ビ ン グ コ ン デ ィ シ ョ ン は 避 け る こ と 。 あ な た の ト レ ー ニ

ング と経 験 に あ った ダ イ ビング に の み参 加 す る こ と。 イニ シ ャル

7.ウ エ イ トベ ル トは す ぐ に 外 せ る よ う に 、 緊 急 浮 上 が で き る よ う に 、 マ ス

ク や レ ギ ュ レ ー タ ー は ク リ ア で き る よ う に 、 ま た そ の 他 の 必 要 な 緊 急 手

順 が す ぐ と れ る よ う に い つ も 準 備 し て お く こ と 。

ダ イ ビ ン グ 前 に バ デ ィー と 緊 急 手 順 に つ い て 話 し合 っ て お く こ と 。 緊 急

事 態 が お こ っ た ら ま ず 体 の 動 き を 止 め 、 良 く 考 え 、 そ れ か ら行 動 を 起 こ

す 。 イ ニ シ ャ ル

8.浮 上 を コ ン ト ロー ル す る こ と1水 面 で 中 性 浮 力 に な る よ う に調 整 し、 潜

降 中 、 ダ イ ビ ン グ 中 、 及 び 浮 上 中 に お い て 常 に 中 性 浮 力 を 保 つ こ と 。 水

面 で は 常 に プ ラ ス 浮 力 に な る よ う に し、 そ れ ま で は レギ ュ レ ー タ ー を い

つ も く わ え て お くこ と 。 ダ イ ビ ン グ 中 、 万 が 一 疲 労 した 場 合 を想 定 し、 水

面 お よ び 水 中 で す ぐ浮 力 を 確 保 で き る よ う に ウ エ イ トベ ル トは 他 の 機 材

か ら 簡 単 に 外 せ る よ う に な っ て い る こ と 。 イ ニ シ ャル

9.ダ イ ビ ン グ 中 、 寒 く な っ た り 、 疲 れ た り、 我 慢 を し た り 、 エ ア ー が 少 な

く な っ た り、 そ の 他 ど ん な 事 で も具 合 が 良 く な い 時 に は た だ ち に 水 か ら

あ が る こ と 。 ダ イ ビ ン グ 後 異 常 な 症 状 が で た と き に は 、 医 師 に か か る こ

と 。 イ ニ シ ャ ル
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10.圧 縮 空 気 を 呼 吸 す る と き は 、 決 して 息 を 止 め た り、 ス キ ッ プ 呼 吸 を し な

い こ と 。 ス ク ー バ ダ イ ビ ン グ で は 常 に 呼 吸 を 続 け る こ と 。 ス キ ン ダ イ ビ

ン グ で は ハ イ パ ー ベ ン チ レ ー シ ョ ン は 禁 止 で あ る 。 自 分 自 身 の 限 界 を 認

識 し過 労 を 避 け る 。 潜 降 、 浮 上 時 に は 圧 平 衡 を 早 め 早 め に 確 実 に 行 う こ

と 。 イ ニ シ ャ ル

11.ダ イ ブ テ ー ブ ル の 使 用 法 、 減 圧 お よ び 緊 急 手 順 に 習 熟 して い る こ と 。 無

減 圧 潜 水 の 範 囲 内 で ダ イ ビ ン グ し、 ダ イ ブ テ ー ブ ル は 一 つ 深 め の 水 深 を

と る こ と に よ り安 全 の 幅 を と る こ と 。 潜 水 中 は 、 時 間 と深 さ を 計 る た め

の 計 器 を 必 ず 携 帯 し、 浮 上 速 度 は1分 間10メ ー トル以 下 と し、5メ ー ト

ル で3分 間 の 安 全 停 止 を 励 行 す る 。 ダ イ ビ ン グ 後 の 飛 行 機 搭 乗 に は 少 な

く と も12時 間 の 余 裕 を も つ べ き で あ る 。 イ ニ シ ャ ル

12.ダ イ ビ ン グ で の 安 全 を 確 保 す る た め に 、 ボ ー トま た は フ ロ ー トを 水 面 で

の ス テ ー シ ョ ン と し て 使 用 す る こ と 。 ボ ー トま た は 水 面 ス テ ー シ ョ ン の

近 く に は ダ イ バ ー フ ラ ッ グ を た て る こ と 。 ま た 危 険 回 避 の た め 、 周 囲 の

状 況 を よ く観 察 し、 音 を 聞 く こ と 。 水 面 直 下 を ス ク ー バ 呼 吸 で 泳 が な い

こ と 、 通 り が か り の ボ ー トや 他 の ダ イ バ ー か ら視 認 で き な い か ら で あ る 。

イ ニ シ ャ ル

13.ダ イ ビ ン グ の 際 は 、 海 藻 な ど の 自 然 物 を 観 察 した り、t一 トか ら カ レ ン

トラ イ ン を 流 した り、 潮 流 の 変 化 に 注 意 す る 。 常 に 潮 流 に 向 か っ て ダ イ

ビ ン グ を 開 始 し 、 潮 流 に の っ て 戻 る ダ イ ビ ン グ で 終 了 す る こ と 。

イ ニ シ ャ ル

14.ボ ー トダ イ ビ ン グ の 際 に は 船 舶 検 査 に 合 格 し、 所 定 の 安 全 設 備 の 整 っ た

ボ ー トを 使 用 す る こ と 。 自 分 自 身 の ト レ ー ニ ン グ と 経 験 に 見 合 っ た ダ イ

ビ ン グ に の み 参 加 す る こ と 。t一 トに 帰 る た め の 充 分 な 残 圧 を 残 し た 状

態 で ダ イ ビ ン グ を 終 了 で き る よ う な ダ イ ブ プ ラ ン を た て る こ と 。

イ ニ シ ャ ル

15.た と え 曇 り の 日 で も 日 焼 け に は 充 分 警 戒 し、 ダ イ ビ ン グ 中 あ る い は 水 か

ら 上 が っ た 後 に お い て は 、 様 々 な 硬 い 物 に よ る 、 擦 傷 、 切 傷 に 注 意 す る

こ と 。 イ ニ シ ャ ル

私 はHSAセ イ フ テ ィ ー ダ イ ビ ン グ の た め の ガ イ ドラ イ ン を 読 ん で こ れ を 理

解 し 、 常 に こ の ガ イ ドラ イ ン に 従 っ た ダ イ ビ ン グ を 行 う こ と に 同 意 し ま す 。

署 名 日付

証 人 署 名 日 付
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前

所

名

住

ハ ンデ ィキ ャップダイビング考

障害 に関する自己申告(部 外秘)

自宅電話

日中電話

郵便番号

電 話

生年月日

緊急連絡先氏名

職業

泳げますか?YESNO距 離 は?M自 信 は?

以前 に スノーケ リングか スクーバダイビングの経験があ りますか?

何時?ど こで?ダ イブ本数 は?

あなたの障害 は何 ですか?

YESNO

障害年齢は何年ですか?

感覚機能に異常はあ りますか?

それはどこです か?

YESNO

尿失禁 しますか?

膀胱 に異常が あ ります か?

腸 に異常があ りますか?

カテーテル を使用 して いますか?

どんなタイプの ものですか?

YESNO

YESNO

YESNO

YESNO

床擦れを起 こしたことがありますか?

いつですか?

YESNO

呼吸器系に障害があ りますか?

詳 しく説 明 して下 さい。

YESNO

ぜんそくですか?

発汗機能 は正 常です か?

ヒー トロスや体温 調節機能 に障害がありますか?

詳 しく説明 して下 さ い。

YESNO

YESNO

YESNO

ロ ま た は唇 の筋 肉 コ ン トo一 ル に障 害 が あ ります か?

詳 しく説 明 して下 さ い。

YESNO

言語障害があ りますか?

聴覚 障害 があ りますか?

上記以外 の医学 的障 害があ りますか?

詳 しく説明 して下 さい。

YESNO

YESNO

YESNO

医師名 電話番号
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受講者登録番号

受講者氏名

住所

TEL

医師の診断を受 けましたか?

生年 月 日

YESNOYESな ら 受診 日

医師の所見

インストラクター氏 名 JULIANO.

ショップ名

TEL

TEL

ショップ住 所

この書 類 は、上 記 の 受講 者 がHSAの 基 準 に従 って 、全 て の学 科 、 限 定水 域 お よ び海

洋 で の実 技 実 習 を全 て習 得 した こ とを証 明 す る も の で す 。

受講 者 は オー プ ン ウ ォー ター レベ ルの ダ イ ビ ング講 習 を全 て 終 了 しま した。 従 って

HSAの オー プ ン ウ ォー タ ー ス クー バ ダ イ バ ー と して認 定 で き ま す 。

ダ イ ビ ング記 録(日 付 、 場 所 、深 度 、 潜 水 時 間 、 ダ イ ビ ン グの タ イ プ)

(1)

(2)

C3)

(4)

(5)

(6)

コ メ ン ト

コ ー ス

コー ス終 了

イ ンス トラ クタ ー サ イ ン

サ イ ン日付

HSAイ ン ス トラ ク タ ー ナ ンバ ー
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役割 分 担 関 係 と して の 障 害 者 観

筆者 は、JULIA運 営 の 中 心 的 メ ンバ ーで あ る香坂 昌秀氏 に も、JULIAの

活 動 と障 害 者 ダ イ ビ ン グ に っ い て、 考 えを 伺 う機 会 を もつ ことが 出来 た。

そのや りとりの 中で頂 いた手紙 の中に、重要 と思 われ る ものが あ ったので、

資料 と して搭 載 して お く。

手紙 は、筆者が マルチ レベル認定基準 の意義 につ いて 「障害 を持 って い る

人達がそ のハ ンデ ィを仲間 の援助 を借 りなが ら補 って、安 全 に楽 しく潜 るこ

とを当然 の もの と して基準化 した もの」 とあ る雑 誌の原稿で解説 した所 、そ

れ に対 して 、香坂 氏 の考 え方 と して 、書 か れ た ものの一 部で あ る。

手 紙 文

rr障 害 を 持 って い る 人 達 が そ の ハ ンデ ィを(必 要 な らば)仲 間 の援 助 を

借 りな が ら補 って 』 などの表現 にす るのは いか がで しょ うか 。」

「小 さな こと、っ ま らな いことに こだわ って とお笑 いの こと と存 じます。

多 くの福祉関係 の お仕事 をなさ って居 られ る方 々、一部の障害者 の方 々が抱

かれて い るr障 害 者 は援 助 され る存 在 だ』 とい う考 え方 に、常 々rそ れ は チ

ョ ッ ト違 う よ』 と 思 って 居 ります。

「ダ イ ビングを 例 に取 ります と、全 盲 の ダ イバ ーは脊損 ダイバ ーの援助

が出来 るで しょう し、逆 に、脊損 ダイバーは 、全盲 ダイバ ーのハ ンデ ィを補

うことが 出来 ます 。

熟練 した障害者 ダイバ ーが 、緊 急 の場合 に健 常 者 ダ イバ ー に対 して言葉

な どで適 切 な指示 を して、命 を救 うこ とが で き る可能性 もあ るで しょう。

こ う した こ とは 、障害 者 ダ イ ビン グに限 らず に、健常 者 ど う しのバ デ ィ

の場 合に も当て はま ります。経験が豊富 で も体力 が衰え たダイバー と、体力

も永 力 も充分 な初 心 者 ダ イバ ー の組 み合 わせ を 、お考 え下 さい。

ダイ ビングを離 れて 、一般社 会 を考 えて みて も、 同様 だ と思 います。

会 社 は、老練 な社 長 と若 い社 員 を共 に必 要 と します 。

夫 婦関係 も、友 人 関係 も、得 意 な分野 で相 手 を援助 し、不 得意 な ことは

補 って もら うとい うことは 、普 通 に行 われ て い るので は ないで しょうか。

健常 者 ど う しの 人 間関係 、障 害者 ど う しの関係 、健 常者 と障害者 との関

係 も同様で は な いか と思 い ます。 一後略 一」


